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動作解析コンピ3. ータシステムによる運針の作業分析（第2報）

一未熟練者のクルーピンクと熟練者との比較一

広島大教育　古田幸子　○吉井明子

被　服　191

　目的　日本の文化財的技能であり.被服製作や衣生活運営上の基礎と考えられる運針を

コンピュータプログラムを用いて人間工学的に解明し，被服教育の指導の合理化を図り，

新しい観点から教材化していくことを目的とする。第１報では。熟練者と未熟練者の運針

動作における差異を詳細に比較分折すべく，手掌部と前腕のスティックピクチャー, 軌跡，

水平，垂直方向別の移動距離，速度.加速度.動作形態上で現れる角度，角速度等を検討

し，熟練者には，それらに何らかのパターンが見られることが明らかとなった。　さらに本

報では，これらの項目毎に未熟練者をクルー･ピンクし，熟m者との比較を行ったので報告

する。

　方法　熟練者は第１報で被験者とした3 名.未熟練者は本学学生2 7名とした。コンピュ

ータプログラムは, SONY製DlGITlZER／ANALYZER・MAW－805

0を用い. 1ラウンドのデー一タを比較した Digitized　Pointは，左右の

第1 , 2指の接点，手根骨，腕僥骨筋と上腕筋の境の計６点で，サンプリング数３０／秒

とした。実験材料は晒木綿，縫い針は３の２針，縫い糸は3 0番カタン糸である。

　結果　スティックピクチャーでは，未熟練者を３グループに分けることができた。熟練

者と未熟練者の間でパターンの差が顕著であったのは，針を持つ右手指先の軌跡で，裏目

を作り終えて次の表目へ移行する際の動作の円滑さがその主要因となっており，これは特

に，垂直方向の移動パターンと速度変化のパターンに現れる。また，水平方向の移動パタ

　ン，速度変化のパターンより，針が布を貫通する速度に差があることが明らかとなった。

D 144 和服の着くずれに関する研究

　　　　　滋賀女短大　Ｏ奥村　董

　　　　　　　　　　　　　京女大家政　　福井弥生　　林　仁美

目的　和服は平面構成の技法によって作られたものを,立体の体型に適合するようにタッ

クなどを適宜によせて者装する。そのため者装技術が必要とされ、また動作することによ

り着装上の着くずれがおこる。そこで本研究では、和服着用時の動作による着くずれにつ

いて検討するために、単衣長着を用いて実験を行ない、さらにずれの部位について考察を

行なうために上下分離した二部式の和服との比較をした。

方法　被験者は成人女子二名とし。資料の実験着は一部式・二部式和服ともに、綿BO %の

金巾を用いて被験者の体格に合わせて縫製七た。基本動作は、①両上肢前挙・側挙・水平

交差②両上肢上挙③前屈④正座⑤椅座。以上各lO回, ⑥歩行五分間⑦階段昇降二往復の七

動作である。測定部位は、図のように前面・後面に設定し、一部式和服の着くずれを設定

した基点からの布のずれとして測定した、その結果より帯上下およびお端折り周辺に部位

をしぼって、二部式和服との比較をおこなった．

結果　着くずれルやすい部位は、上肢動作時では旅寓部、下半身動作時

では、後面のお端折りおよび上前衿下部が顕著であった．また上肢水平

交差よりも上挙の方が．さらに階段昇降よりも歩行による着くずれの方

が大であった．一部式と二部式和服の比較では．前屈および座位姿勢に

おける後面のお端折り部位の着くずれ量が、一部式和服でやや大きい結

果となった．すなわち．一部式と二部式の形態の相違が．着ダずれの相

違として表れたと、いえる．
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